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海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

目
次
中
「
第
四
章

海
洋
施
設
及
び
航
空
機
か
ら
の
油
、
有
害
液
体
物
質
及
び
廃
棄
物
の
排
出
の
規
制
（
第
十
八
条

第
十

｜

「
第
四
章

海
洋
施
設
及
び
航
空
機
か
ら
の
油
、
有
害
液
体
物
質
及
び
廃
棄
物
の
排
出
の
規
制
（
第
十

九
条
の
二
の
二
）
」
を

第
四
章
の
二

油
、
有
害
液
体
物
質
等
及
び
廃
棄
物
の
海
底
下
廃
棄
の
規
制
（
第
十
八
条
の
七

第
｜

八
条

第
十
八
条
の
六
）

｜

に
、
「
第
四
章
の
二
」
を
「
第
四
章
の
三
」
に
、
「
第
四
章
の
三
」
を
「
第
四
章
の
四
」
に
、
「

十
九
条
の
二
）

」

第
四
章
の
四
」
を
「
第
四
章
の
五
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
排
出
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
、
海
底
の
下
に
油
、
有
害
液
体
物
質
等
及
び
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
こ
と
」
を
加
え

る
。第

二
条
第
一
項
中
「
廃
棄
物
の
排
出
」
の
下
に
「
、
油
、
有
害
液
体
物
質
等
又
は
廃
棄
物
の
海
底
下
廃
棄
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
第
七
号
の
二
を
第
七
号
の
三
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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七
の
二

海
底
下
廃
棄

物
を
海
底
の
下
に
廃
棄
す
る
こ
と
（
貯
蔵
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
を
い
う
。

第
三
条
第
十
号
中
「
油
」
の
下
に
「
、
有
害
液
体
物
質
」
を
加
え
、
「
を
排
出
す
る
」
を
「
の
排
出
又
は
海
底
下
廃
棄
を
す

る
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
六
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

未
査
定
液
体
物
質
の
う
ち
、
第
一
議
定
書
締
約
国
間
に
お
い
て
海
洋
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
有
害
で
あ
る
と
合
意
さ
れ

て
輸
送
さ
れ
る
物
質
で
あ
つ
て
、
当
該
物
質
の
輸
送
に
関
し
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
物

質
を
有
害
液
体
物
質
と
み
な
し
て
、
第
九
条
の
二
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。
）
を
適

用
し
、
前
各
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

６

未
査
定
液
体
物
質
の
う
ち
、
第
一
議
定
書
締
約
国
間
に
お
い
て
海
洋
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
有
害
で
な
い
と
合
意
さ
れ

て
輸
送
さ
れ
る
物
質
で
あ
つ
て
、
当
該
物
質
の
輸
送
に
関
し
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項

か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
条
第
二
項
第
七
号
中
「
廃
棄
物
そ
の
他
の
物
の
投
棄
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
約
（
以
下
「
海
洋
投
棄
規

制
条
約
」
と
い
う
。
）
」
を
「
千
九
百
七
十
二
年
の
廃
棄
物
そ
の
他
の
物
の
投
棄
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
約
の
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千
九
百
九
十
六
年
の
議
定
書
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
を
第
十
八
条
の
四
と
し
、
第
十
九
条
の
二
を
第
十
八
条
の
五
と
し
、
第
十
九
条
の
二
の
二
を
第
十
八
条
の
六
と
す

る
。第

四
章
の
四
を
第
四
章
の
五
と
す
る
。

第
十
九
条
の
二
十
六
の
見
出
し
中
「
油
、
有
害
液
体
物
質
等
及
び
廃
棄
物
」
を
「
油
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
油
、

有
害
液
体
物
質
等
又
は
廃
棄
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
油
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
油
等
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中

「
船
舶
に
お
い
て
、
」
を
「
船
舶
若
し
く
は
海
洋
施
設
の
安
全
を
確
保
し
、
若
し
く
は
人
命
を
救
助
す
る
た
め
に
油
等
の
焼
却

を
す
る
場
合
又
は
船
舶
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
二
号
中
「
（
海
洋
投
棄
規
制
条
約
の
規
定
の
う
ち
廃
棄
物
そ
の

他
の
物
の
海
洋
に
お
け
る
焼
却
の
規
制
に
関
す
る
規
定
が
効
力
を
生
じ
て
い
な
い
締
約
国
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
四
章
の
三
を
第
四
章
の
四
と
し
、
第
四
章
の
二
を
第
四
章
の
三
と
し
、
第
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章
の
二

油
、
有
害
液
体
物
質
等
及
び
廃
棄
物
の
海
底
下
廃
棄
の
規
制

（
油
、
有
害
液
体
物
質
等
及
び
廃
棄
物
の
海
底
下
廃
棄
の
禁
止
）

第
十
八
条
の
七

何
人
も
、
油
、
有
害
液
体
物
質
等
又
は
廃
棄
物
（
以
下
こ
の
条
、
第
十
九
条
の
二
十
六
及
び
第
五
十
五
条
第
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一
項
第
六
号
に
お
い
て
「
油
等
」
と
い
う
。
）
の
海
底
下
廃
棄
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
海
底
下
廃
棄
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

海
底
及
び
そ
の
下
に
お
け
る
鉱
物
資
源
の
掘
採
に
伴
い
発
生
す
る
油
等
の
海
底
下
廃
棄
で
あ
つ
て
、
海
底
下
廃
棄
を
す

る
海
域
及
び
海
底
下
廃
棄
の
方
法
に
関
し
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
す
る
も
の

二

二
酸
化
炭
素
が
大
部
分
を
占
め
る
ガ
ス
で
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
（
以
下
「
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
」

と
い
う
。
）
の
海
底
下
廃
棄
で
あ
つ
て
、
次
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
す
る
も
の

（
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
の
許
可
）

第
十
八
条
の
八

特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
環
境
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
環
境

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
に
関
す
る
実
施
計
画
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三

特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
を
す
る
海
域
の
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
に
起
因
す
る
汚
染
状
況
の
監
視
（
次
条

第
三
号
及
び
第
十
八
条
の
十
に
お
い
て
単
に
「
汚
染
状
況
の
監
視
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
計
画

四

そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項

（
許
可
の
基
準
）

第
十
八
条
の
九

環
境
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で

な
け
れ
ば
、
同
項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

海
底
下
廃
棄
を
す
る
海
域
及
び
海
底
下
廃
棄
の
方
法
が
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ

、
当
該
海
底
下
廃
棄
を
す
る
海
域
の
海
洋
環
境
の
保
全
に
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

海
底
下
廃
棄
以
外
に
適
切
な
処
分
の
方
法
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

申
請
者
の
能
力
が
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
に
関
す
る
実
施
計
画
及
び
汚
染
状
況
の
監
視
に
関
す
る
計
画

に
従
つ
て
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
及
び
汚
染
状
況
の
監
視
を
的
確
に
、
か
つ
、
継
続
し
て
行
う
に
足
り
る

も
の
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
改
善
命
令
等
）
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第
十
八
条
の
十

環
境
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
十
八
条
の
八
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者

（
以
下
「
許
可
廃
棄
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
当
該
海
底
下
廃
棄
若
し
く
は
当
該
汚
染
状
況
の
監
視
に
つ

き
必
要
な
改
善
を
命
じ
、
又
は
期
間
を
定
め
て
当
該
海
底
下
廃
棄
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
十
八
条
の
八
第
一
項
の
許
可
に
係
る
海
底
下
廃
棄
が
、
当
該
許
可
に
係
る
同
条
第
二
項
第
二
号
の
実
施
計
画
（
こ
の

計
画
に
つ
い
て
第
十
八
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
と
き
は
、
変
更
後
の
も
の

）
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
。

二

第
十
八
条
の
八
第
一
項
の
許
可
に
係
る
汚
染
状
況
の
監
視
が
、
当
該
許
可
に
係
る
同
条
第
二
項
第
三
号
の
監
視
に
関
す

る
計
画
（
こ
の
計
画
に
つ
い
て
第
十
八
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
と
き
は
、

変
更
後
の
も
の
）
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
。

三

許
可
廃
棄
者
の
能
力
が
前
条
第
三
号
に
規
定
す
る
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
。

（
許
可
の
取
消
し
）

第
十
八
条
の
十
一

環
境
大
臣
は
、
許
可
廃
棄
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
十
八
条
の
八
第
一
項
の

許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
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一

こ
の
法
律
に
違
反
し
た
と
き
。

二

前
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

三

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

四

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
七
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

五

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
第
十
八
条
の
八
第
一
項
の
許
可
又
は
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
第
一
項

の
許
可
を
受
け
た
と
き
。

（
準
用
）

第
十
八
条
の
十
二

第
十
条
の
六
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
十
条
の
七
、
第
十
条
の
八
第
二
項
、
第
十
条
の
九
及
び
第
十

条
の
十
の
規
定
は
、
第
十
八
条
の
八
第
一
項
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
の
六
第
三
項
中

「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
八
第
二
項
」
と
、
「
当
該
廃
棄
物
の
海
洋
投
入
処
分
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
二
酸
化

炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
八
第
二
項
」
と
、
同
条
第
五
項

中
「
廃
棄
物
の
排
出
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
」
と
、
第
十
条
の
七
第
二
号
中
「
第
十
条
の

十
一
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
十
一
」
と
、
第
十
条
の
九
第
一
項
中
「
同
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八



- 8 -

条
の
八
第
二
項
第
三
号
」
と
、
「
廃
棄
物
の
排
出
海
域
の
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
を
す
る

海
域
の
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
に
起
因
す
る
」
と
、
第
十
条
の
十
第
一
項
中
「
同
条
第
二
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

八
条
の
八
第
二
項
第
二
号
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
十
条
の
八
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
十
条
の
八
第
二
項
及
び
第
十

八
条
の
九
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
八
第
二
項
第
一
号
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

（
合
併
及
び
分
割
）

第
十
八
条
の
十
三

許
可
廃
棄
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
の
場
合
（
許
可
廃
棄
者
で
あ
る
法
人
と
許
可
廃
棄
者
で
な
い
法
人
が
合

併
す
る
場
合
に
お
い
て
、
許
可
廃
棄
者
で
あ
る
法
人
が
存
続
す
る
と
き
を
除
く
。
）
又
は
分
割
の
場
合
（
当
該
許
可
に
係
る

海
底
下
廃
棄
の
事
業
の
全
部
を
承
継
さ
せ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
当
該
合
併
又
は
分
割
に
つ
い
て
環
境
大
臣
の
承
認

を
受
け
た
と
き
は
、
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
当
該
事
業
の
全
部

を
承
継
し
た
法
人
は
、
許
可
廃
棄
者
の
地
位
を
承
継
す
る
。

２

第
十
条
の
七
及
び
第
十
八
条
の
九
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
前
項
の
承
認
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
の
七
第
二
号
中
「
第
十
条
の
十
一
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
十
一
」
と
、
「
前
条
第
一
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項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
八
第
一
項
」
と
、
第
十
八
条
の
九
第
三
号
中
「
申
請
者
」
と
あ
る
の
は
「
合
併
後
存
続
す

る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
当
該
許
可
に
係
る
海
底
下
廃
棄
の
事
業
の
全
部
を
承
継

す
る
法
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
相
続
）

第
十
八
条
の
十
四

許
可
廃
棄
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
相
続
人
（
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

全
員
の
同
意
に
よ
り
当
該
許
可
に
係
る
海
底
下
廃
棄
の
事
業
を
承
継
す
べ
き
相
続
人
を
選
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
。
以
下

同
じ
。
）
が
当
該
許
可
に
係
る
海
底
下
廃
棄
の
事
業
を
引
き
続
き
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
相
続
人
は
、
被
相
続
人
の

死
亡
後
六
十
日
以
内
に
環
境
大
臣
に
申
請
し
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

相
続
人
が
前
項
の
承
認
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
の
日
か
ら
そ
の
承
認
を
受
け
る
日
又
は
承

認
を
し
な
い
旨
の
通
知
を
受
け
る
日
ま
で
は
、
被
相
続
人
に
対
し
て
し
た
第
十
八
条
の
八
第
一
項
の
許
可
は
、
そ
の
相
続
人

に
対
し
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

３

第
十
条
の
七
（
第
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
十
八
条
の
九
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、

第
一
項
の
承
認
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
の
七
第
二
号
中
「
第
十
条
の
十
一
」
と
あ
る
の
は
「
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第
十
八
条
の
十
一
」
と
、
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
八
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
相
続
人
は
、
被
相
続
人
に
係
る
許
可
廃
棄
者
の
地
位
を
承
継
す
る
。

（
指
定
海
域
の
指
定
等
）

第
十
八
条
の
十
五

環
境
大
臣
は
、
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
が
さ
れ
た
海
域
で
あ
つ
て
、
海
底
及
び
そ
の
下
の

掘
削
そ
の
他
の
海
底
及
び
そ
の
下
の
形
質
の
変
更
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
に
起
因
す
る
海
洋

環
境
の
保
全
上
の
障
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
指
定
海
域
と
し
て
指
定
す
る
も
の
と

す
る
。

２

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
指
定
を
す
る
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

第
一
項
の
指
定
は
、
前
項
の
公
示
に
よ
つ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

４

環
境
大
臣
は
、
海
底
の
下
に
あ
る
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
除
去
等
に
よ
り
、
指
定
海
域
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
第

一
項
の
指
定
の
事
由
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
指
定
海
域
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
同
項
の
指
定
を
解
除

す
る
も
の
と
す
る
。
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５

第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
解
除
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
指
定
海
域
台
帳
）

第
十
九
条

環
境
大
臣
は
、
指
定
海
域
の
台
帳
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
海
域
台
帳
」
と
い
う
。
）
を
調
製
し
、
こ
れ

を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
海
域
台
帳
の
記
載
事
項
そ
の
他
そ
の
調
製
及
び
保
管
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
。

３

環
境
大
臣
は
、
指
定
海
域
台
帳
の
閲
覧
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き

な
い
。

（
海
底
及
び
そ
の
下
の
形
質
の
変
更
の
届
出
及
び
計
画
変
更
命
令
）

第
十
九
条
の
二

指
定
海
域
内
に
お
い
て
海
底
及
び
そ
の
下
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
海
底
及
び
そ
の
下

の
形
質
の
変
更
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
海
底
及
び
そ
の
下
の
形

質
の
変
更
の
種
類
、
場
所
、
施
行
方
法
及
び
着
手
予
定
日
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
環
境
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

第
十
八
条
の
八
第
一
項
の
許
可
に
係
る
海
底
下
廃
棄
に
必
要
な
行
為
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二

第
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
基
づ
く
改
善
措
置
と
し
て
行
う
行
為

三

通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
で
あ
つ
て
、
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の

四

指
定
海
域
が
指
定
さ
れ
た
際
既
に
着
手
し
て
い
た
行
為

五

非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
行
為

２

指
定
海
域
が
指
定
さ
れ
た
際
当
該
指
定
海
域
内
に
お
い
て
既
に
海
底
及
び
そ
の
下
の
形
質
の
変
更
に
着
手
し
て
い
る
者
は

、
そ
の
指
定
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
以
内
に
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
環
境
大
臣
に
そ
の
旨
を
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
海
域
内
に
お
い
て
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
海
底
及
び
そ
の
下
の
形
質
の
変
更
を
し
た
者
は
、

当
該
海
底
及
び
そ
の
下
の
形
質
の
変
更
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
以
内
に
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

環
境
大
臣
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

環
境
大
臣
は
、
第
一
項
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
に
係
る
海
底
及
び
そ
の
下
の
形
質
の
変
更
の
施
行

方
法
が
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
限
り

、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
届
出
に
係
る
海
底
及
び
そ
の
下
の
形
質
の
変
更
の
施
行
方
法
に
関
す
る
計
画
の
変
更
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を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
八
条
第
二
項
中
「
第
十
八
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
八
条
の
八
第
一
項
」
を
、
「
海
洋
投
入
処
分
」
の
下

に
「
、
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
廃
棄
物
の
排
出
」
の
下
に
「
、
海
底
下
廃
棄
」

を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
第
十
八
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
八
条
の
八
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
中
「
放
出
の
防
止
」
の
下
に
「
、
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
処
分
」
を
加
え
る
。

第
五
十
五
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
十
八
条
の
二
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
十
八
条
の
十
二
」
を
、
「
第
十
八
条
の
二
第
一

項
」
の
下
に
「
、
第
十
八
条
の
八
第
一
項
」
を
加
え
、
同
項
中
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を

二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

六

第
十
八
条
の
七
の
規
定
に
違
反
し
て
、
油
等
の
海
底
下
廃
棄
を
し
た
者

七

第
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

第
五
十
六
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

三

第
十
九
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
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第
五
十
七
条
第
二
号
中
「
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
八
条

の
二
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
十
八
条
の
十
二
」
を
加
え
、
同
条
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
四
号
ま

で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

第
五
十
八
条
第
二
号
中
「
第
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
第
十
九
条
の
二
の
二
」
を
「
第
十
八

条
の
六
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
十
九
条
の
二
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

第
六
十
一
条
中
「
第
十
八
条
の
二
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
十
八
条
の
十
二
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
千
九
百
七
十
二
年
の
廃
棄
物
そ
の
他
の
物
の
投
棄
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
約
の
千
九

百
九
十
六
年
の
議
定
書
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
十
号
の
改
正
規
定
（
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「
油
」
の
下
に
「
、
有
害
液
体
物
質
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
九
条
の
六
及
び
第
十
九
条
の
二
十
六
第
一
項

た
だ
し
書
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
を
し
て
い
る
者
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か

ら
起
算
し
て
六
月
間
（
当
該
期
間
内
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（

以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
の
八
第
一
項
の
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
不
許
可
の
処
分
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
処

分
の
あ
っ
た
日
ま
で
の
間
）
は
、
新
法
第
十
八
条
の
七
及
び
第
十
八
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
引
き
続
き
当

該
海
底
下
廃
棄
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
者
が
そ
の
期
間
内
に
同
項
の
許
可
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
期

間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
そ
の
申
請
に
つ
い
て
許
可
又
は
不
許
可
の
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間
も
、
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
を
新
法
第
十

八
条
の
八
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
と
み
な
し
て
、
新
法
第
十
八
条
の
十
、
新
法
第
十
八
条
の
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
新
法
第
十
条
の
九
並
び
に
新
法
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
第
六
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含

む
。
）
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
法
第
十
八
条
の
十
中
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
と
あ
る
の
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は
「
海
底
下
廃
棄
を
す
る
海
域
及
び
海
底
下
廃
棄
の
方
法
が
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
せ
ず
、
又
は
当
該
海
底
下

廃
棄
を
す
る
海
域
の
海
洋
環
境
の
保
全
に
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
」
と
、
新
法
第
十
八
条
の
十
二
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
新
法
第
十
条
の
九
第
一
項
中
「
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
許
可
に
係
る
第
十
八

条
の
八
第
二
項
第
三
号
の
監
視
に
関
す
る
計
画
（
こ
の
計
画
に
つ
い
て
次
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
と
き
は
、
変
更
後
の

も
の
）
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
」
と
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
十

条
第
一
項
の
違
反
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
新
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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（
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
七
条
の
改
正
規
定
中
「
同
条
第
十
一
号
」
を
「
同
条
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
一
条
第
三
号
中
「
第
五
十
七
条
第
十
一
号
」
を
「
第
五
十
七
条
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。






